
★道徳教育全体計画別葉の活用 

 

① 低・中・高，各ブロックで道徳の重点目標を設定する。 

 

② 重点に関係する内容項目に関する項目のみを残し，後は削除する。 

（ただし，道徳の時間は太字で表し，重点に関わる内容項目を扱う授業が一

目で分かるようにしておく） 

 

③ 別葉をもとに実践する。 

個人で 

・重点目標達成に向けて，学校の教育活動全体で身につけさせたい道徳的実

践の指導の場を計画する。 

・計画通りに指導できたかどうか振り返る。 

・（個人で持っている別葉に，指導した内容項目等をマーカーで記したり，指

導した内容を，付箋などを利用して貼り付けたりして残しておいてもよい。

なお，指導する必要がなかった項目は斜線で記す） 

 

毎月の学年会で 

・個人でマーカーや書き込み等が入った別葉を持ち寄って，学年用の別葉に道

徳的実践の指導内容を記録する。 

 ・来月の各教科等の指導内容を見ながら，道徳的実践の指導が行える場を計画

し，学年で共通理解する。 

 

 

①～③を毎月繰り返し，来年度の道徳教育全体計画別葉のたたき台を作成する。 

 

 



取組例：５年生の道徳教育全体計画別葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


